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NBDC RDFポータルでRDFデータを蓄積
https://integbio.jp/rdf/

生命医科学における主要なDBのRDF化が進展してきた
(BioHackathon, SPARQLthon等での国内外の連携も貢献)

https://integbio.jp/rdf/
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トーゴーの日シンポジウム2020

DBCLSでは、RDFの生成・利活用のためのソフトウェア開発を進めてきたが、
RDFはグラフデータであるため、多様なデータを統合できるメリットを持つ一方、
複雑なグラフ構造を読み解いて必要な情報を取り出すにはデータモデルの理解が必要
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グラフデータにおけるデータモデルを簡潔に表現し、スキーマ図やSPARQL検索クエリを自動生成できれば、
統合されたRDFデータの利活用やアプリケーション開発が飛躍的に容易になるのでは？

RDFデータ データモデル定義ファイル (YAML) スキーマ図とSPARQLクエリ (自動生成)

RDFのグラフ構造を、主要な要素と
その属性、値を取得する変数名と、
値の例をYAMLによる定義ファイル
に記述することで単純化
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https://github.com/dbcls/rdf-config

統合TV (1,2)とスライドもご参照下さい

現在、主要なRDFデータのデータモデル
定義ファイルの開発が進行中

RDF-configのポイント

• 複雑なグラフデータを、骨格となる「主要な要素」とその「属性」
および、その「値」、の木構造に単純化してDBごとに把握しやすく
（RDFの「主語」、「述語」、「目的語」に相当）

• 「目的語」の「値」を取り出すために、「変数名」をつけることで、
SPARQLクエリやウェブアプリケーションの見通しをよくする

• 汎用的なYAML形式を採用することで、定義ファイル自体の検証や、
他のアプリケーションでの再利用性を向上

• 手間のかかるスキーマ図やSPARQL検索クエリの自動生成により、
RDFデータの提供者および利用者の効率を大幅に改善

今後の予定

• 対応DBの拡充と、複数のDBを統合的に利用する仕組みを標準化する
• MetaStanzaによりSPARQL検索結果を汎用的に可視化する
• ShEx/SHACLによるRDFデータの検証を実現する
• SPARQListによるREST API や、GraspによるGraphQL APIを提供する

https://github.com/dbcls/rdf-config
https://www.youtube.com/watch?v=Eew8h7DIwhI&ab_channel=togotv
https://www.youtube.com/watch?v=a8cDtLX_QeM&ab_channel=togotv
https://docs.google.com/presentation/d/16BPUcqRFqK46Miydi0YjXFXFYpavR025o5rtgnOn9bA/edit#slide=id.p

